
所 属 県土整備部 道路維持課

担当(係)名 維持管理担当 内線 3736

＜社会資本の維持管理の強化＞

ＭＥ・ＭＳを活用した効率的な維持管理の充実

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】

２，０００ 国庫 1,100 需要費 1,340

（前年度 ２，０００ ） 一財 900 （講習会開催費、ﾃｷｽﾄ作成費等）

２ 背 景 ・ 現 状

本県が抱える膨大な道路施設は着実に高齢化しており、予防保全的な維持管理をす
るにはきめ細やかな点検と適切な修繕が必要である。

このため、県民の皆様にボランティアで道路施設を点検・通報していただく「社会
基盤メンテナンスサポーター（ＭＳ）」の委嘱を進めるとともに、岐阜大学、県内建
設関係業界と連携して、維持管理に必要な高度な技術力を有する人材「社会基盤メン
テナンスエキスパート（ＭＥ）」を養成している。

また、ＭＳからの通報に迅速かつ適切に対応する仕組みとして、ＭＳからの通報を
建設業に従事するＭＥが受け、現場確認、対策工の提案、修繕までを一連の業務とし
て行う「ＭＥ・ＭＳ連携モデル事業」を試行している。

３ 事 業 目 的

ＭＳにより道路施設の損傷箇所を早期に発見していただき、ＭＥの高度な技術力を
活用した道路施設の適切かつ効果的な修繕を展開し、効率的な維持管理を実現する。

４ 事 業 概 要

①多くの道路施設の損傷情報を早期に収集するため、引き続き「ＭＳ」の拡大を図る。
（平成２２年度末で４２６人委嘱。平成２５年度までに５００人の委嘱を目標。）

②「ＭＳ制度」を充実させるために、優良な通報事例を提供する。

③「ＭＥ・ＭＳ連携モデル事業」については、試行箇所の拡大を図るとともに、ＭＥ
による高齢化施設の点検を導入して、重点的な監視が必要な箇所をＭＳに情報提供
する。

ＭＳによる道路施設の点検 ＭＥ・ＭＳ連携モデル事業

（款）８土木費 （項）２道路橋りょう費 （目）(1)道路総務費

（明細書事業名）○道路諸費

道路諸費
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